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雨により、雑草の生育が旺盛になって

います。培土栽培は、培土作業と併用

しながら、狭畦密植は、散布タイミング

に注意しましょう。

2回の培土でしっかり寄せ。

追肥

２．里のほほえみ、高収量・高品質へのポイント

7月の大豆作業は、培土・除草剤・防除など

があります。また、今年は、早い梅雨明け（6

月28日）となりましたが、梅雨明け後は、降

雨日が多く大豆の管理作業が難しい状況に

あります。今後、7月中～下旬にかけては作

業が集中します。作業計画を立て遅れない

ようにしましょう。

 培土の高さは、初生葉が埋まる

程度。

 開花期（7月下旬）までに実施。

 広葉雑草 ： 大豆バサグラン

 イネ科雑草 ： ポルトフロアブル

（混合散布可能）

除草剤散布培土作業

雑草にしっかり散布する。

雑草の生育状況に注意して散布。

【栽培区分】

１．令和４年産大豆生育状況（調査日：6月30日～7月4日）

草丈 苗立ち

ｍ ㎡ ㎝ ｍ ㎡ 率

普通培土 14.8 20.5 25.5 3.0葉 12 16 123.3%

狭畦密植 11.5 38.3 27.0 3.0葉 7 23 164.3%

栽培区分
苗立ち本数

葉令
目標苗立ち本数

【エンレイのそら】

【里のほほえみ】

草丈 苗立ち R3

ｍ ㎡ ㎝ ｍ ㎡ 率 苗立ち率

普通培土 11.8 15.9 25.8 3.0葉 12 16 98.3% 113.3%

狭畦密植 10.7 37.4 22.8 2.3葉 7 23 152.9% 151.4%

栽培区分
苗立ち本数

葉令
目標苗立ち本数

この時期の降雨は『大豆生産者』泣かせ。今後も、大豆の栽培管理は、天候を見ながらの作業になります。遅

れないように作業計画を立て効率的に行いましょう。また、営農指導員による発芽苗立ち調査を実施した結果を

報告します。今年の苗立ち状況は、概ね目標を達成しており、順調に育っています。引き続き頑張って管理をし

ていきましょう。

7月の作業

中旬 下旬

★開花期（培土終了）

中耕培土
防除1回目

（ウコンノメイガ）
除草剤

普通培土

狭畦密植

★防除準備は早めに

 窒素成分：3㎏/10a

 ｱｸﾞﾘﾌﾗｯｼｭ：20㎏/10a

 単肥：尿素・硫安など


